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＊ 東京天文台 60m 鉄塔検証―その 9、フランスのボルドーに向いていた― 

アーカイブ室新聞164号、172号～174号、177、178号、181、182号、191号に60m鉄塔検証

の記事を書いた。この60m鉄塔は昭和18年、調布飛行場を離陸した帝国陸軍の戦闘機がこの

鉄塔に接触して墜落するという戦時中の機密事件があり、終戦を前にした昭和20年（1945

年）4月に陸軍の手によって倒されるという運命を経ており興味深いので調査を続けている。 

今回は、国立天文台名誉教授木下宙氏からの情報を元に、「無線報時史」という冊子に

書かれていた「鉄塔の位置は空中線の方向をボルドー局に向けるため北西へ26度、他はこ

れに直角に北東へ66度とした」という記事の角度を検証した。図1が検証した図である。 
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              図1 空中戦の方向を検証した図 

 60m鉄塔は当初3基建設され、図には①、②、③と記してある。 

鉄塔②を通る南北線ABと空中線②－③のなす角は約26度読める、また南北線ABと空中線

②－①のなす角が64度と読める。「無線報時史」にはそれぞれ26度、66度と書かれている

が、この「無線報時史」の角度自体が矛盾している。2本の空中戦のなす角度は直角とある

のに、「無線報時史」の角度を加えると92度になってしまい、直角ではない。 



そこで、この26度、66度というのは設計値ではなく、これら3基の60m鉄塔を建設した後

に、図面に書いた鉄塔の位置を分度器で測ったのではないかと思える。鉄塔②からフラン

スのボルドーに向けた地球の大円を描く角度に設計したはずだ。 

 この空中線について書かれた部分は下記に記事である。 

 

 写真1は、東京天文台南東部先端近くにあったブラッシャー天体写真儀ドームベランダか

ら撮影した写真に写った鉄塔に、図1の鉄塔の番号をいれたものである。 

 

        写真1 ブラッシャー天体写真儀ドームから撮影した景色 

 


